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論 文 内 容 の 要 旨
本論文 は,従 来 ほとんど調べ られていなかった健常幼児の眼球運動の発達的変化 を健常成人 と
比較検討しその発達過程 を明 らか にし,さ らに知的障害児 ・者にみいだされた微細な眼球運動障
害のメカニズムを解明した ものである。
本論文は3部 か ら成る。第1部 では,眼 球運動に関するこれまでの研究を概括 し,本 論文の目
的および問題 の所在を述べた。
第2部 第1・2章 では衝動性眼球運動を検討 した。3～6歳 の健常幼児3!名,21～37歳の健
常成人6名 および13～23歳(知能指数19～78,精神年齢2.9～12歳)の知的障害児 ・者24名を
対象 とした。左右に交互点滅する光点を追視させ,視 標周波数 を変えて眼球運動を記録 し,反 応
潜時および眼球運動速度 を分析 した。結果はつぎのとお りであった。!)3・4歳 児の反応潜時
は成人よ りも延長 し,5歳 児,6歳 児では成人よりも短縮 してお り尚早的であった。 しか し眼球
運動速度は各幼児の年齢間で差がな く,成 人よ りも有意に遅か った。2)知 的障害児 ・者の反応
潜時は,知 的障害児 ・者の うち行動調整能力に問題のある者で成人よ りも延長する傾向が顕著で
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あった。眼球運動速度は知的障害児 ・者全般で成人より有意に遅 く,健常幼児と同程度であった。
第2部 第3・4章 では滑動性眼球運動を検討 した。3～6歳 の健常幼児28名,21～37歳の健
常成人6名,お よび12～23歳(知能指数19～78,精神年齢2.5～12.6歳)の知的障害児 ・者30
名を対象 とした。水平方向に往復運動する光点 を追視させ,視 標周波数を変えて眼球運動を記録
し,パ ワ比および位相ずれ を分析 した。結果はつぎの とお りであった。1)3・4歳 児では全視
標周波数で眼球運動が視標よ りも遅れ,5歳 児,6歳 児では低い視標周波数で眼球運動が先行 し
た。 しかし幼児問でパワ比に差はな く,成 人よ りも有意に低かった。2)知 的障害児 ・者では行
動調整能 力に問題のあるもので眼球運動が視標 よりも遅れる傾向が顕著であった。パ ワ比は知的
障害児 ・者全般で成人よ り有意に低 く,健 常幼児 と同程度であった。
第2部 第5・6・7章 では視運動性眼振を検討 した。3～6歳 の健常幼児31名,20～22歳の
健常成人10名,および10～23歳(知能指数17～78,精神年齢2.9～12歳)の知的障害児 ・者26
名を対象 とした。水平方向に移動する絵が順次提示され,そ の数をカウン トす る試行をZero条件,
絵 の上下 に黒色のStripeを設けた視標 を用いた試行をStripe条件 とし,視 標速度を変えて眼球運
動を記録 して,平 均緩徐相速度のGain(利得)を 算 出し分析 した。結果はつぎのとお りであっ
た。1)健 常幼児では視標が小 さいZero条件でのGainが成人よ り高 く,結 果 として成人にみ ら
れた視標の大 きさの影響はなかった。2)知 的障害児 ・者では,低 速でのGainに成人にみ られ
ない視標 の大きさの影響がみ られた。 これは知的障害児 ・者のうち行動調整能力に問題のある者
に顕著であった。高速でのGainは視標が大きいStripe条件で成人よ りも低 く,視標 の大きさの影
響はみ られなかった。
第3部 第1・2章 では,眼 球運動の健常発達に関して全般的考察 をした。健常幼児は健常成人
と比較 して随意的眼球運動(衝 動性眼球運動,滑 動性眼球運動,低 速での視運動性眼振)の ほと
ん どの側面が未発達であったが,反 射的眼球運動(高 速での視運動性眼振)は 健常成人 と同水準
であった。 この ことは健常幼児の眼球運動発現 に関わ る筋 ・神経系の機能が,潜 在的な能力 とし
ては健常成人 と同水準であることを示 した。随意的眼球運動については,運 動発現 に関わ るよ り
高次な心理的側面の成熟が,運 動速度や滑 らかさの発達に先ん じる という結果であった。 この こ
とか ら眼球運動の健常発達過程 をつぎのように考察 した。1)眼 球運動 を健常成人の水準で発現
させる能力は幼児期にすでに潜在的に存在す る。2)こ れを十全に発現 させるには,眼 球運動発
現 に関わるよ り高次 の心理的側面の発達が必要 とされる。
第3部 第3・4章 では,知 的障害児 ・者にみ られた微細な眼球運動障害に関して全般的な考察
をした。知的障害児 ・者は随意的眼球運動(衝 動 性眼球運動,滑 動性眼球運動,低 速での視運動
性 眼振)の ほ とん どの側面に問題 をもって いたが,反 射的眼球運動(高 速での視運動性眼振)は
視標が小さい条件で健常成人 と変わ らなか った。 この ことは,知 的障害児 ・者の種々の眼球運動
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の問題が運動発現に関わる筋 ・神経系の問題に大き く依存す るものではないことを示唆 した。眼
球運動の健常発達過程か ら,知 的障害児 ・者の随意的眼球運動にみ られた障害 の諸特徴 は運動発
現 に関するよ り高次の心理学的側面の問題が根底にあると考え られた。
第3部 第5章 では上述 の研究成果 を踏 まえて知的障害児 ・者への教育的配慮 を述べ,第6章 で
は結論 として論文全体 をまとめた。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は,第1に,眼 球運動 の正常な発達的変化を衝動性眼球運動,滑 動性眼球運動および視
運動性眼振の3つ の側面か らくわ しく分析 し,そ の発達過程を明らかに した。第2に,知 的障害
児 ・者にみいだされた微細な眼球運動障害 につ いて分析 し,健 常幼児および健常成人と比較する
ことによ りその障害のメカニズムを明 らか にした。
従来,眼 球運動に関する研究 は,被 験者の協力が必要なため,幼 児および知的障害児 ・者 につ
いてはほとん どなされて こなかった。本論文は,幼 児および知的障害児 ・者を対象 とし根気強 く
丹念にデータを収集 し,先 行研究 にみ られない眼球運動の発達的変化 を体系的かつ定量的に明 ら
かに した研究成果 として,高 く評価できる。また知的障害児 ・者 にみ られた微細な眼球運動障害
のメカニズムを解明 した ことも,知的障害児 ・者の脳機i能研究 に貢献するものと高 く評価される。
本論文のお もな研究成果は,1)健 常幼児の眼球運動の十全な発達は;運 動発現 に関わ る高次
の心理過程の発達 を待たなければ な らない。2)知 的障害児 ・者 にみ られた眼球運動の障害は
筋 ・神経系 といった構造的側面の問題よ りも高次の心理過程の問題 に大 きく依存する,と いう2
点 に要約 される。眼球運動の詳細なメカニズムは,神 経科学においてまだ完全には解明されてい
ないので,本 論文は神経科学へ新たな視点を与えるもの と評価できる。
しか し,本 論文 には若干 の問題があった。1)対 象幼児の例数がやや少なく,6歳 以降か ら成
人までのデー タが欠けている.2)知 的障害児 ・者の属性が必ず しも均質 とはいいがたい。 いず
れの問題 も,充 分 な協力が得 られに くい幼児および知的障害児 ・者を対象 とした先駆的な研究で
あるということを考慮すれば,今 後の課題 ということができる。
このように若干 の問題があるものの,幼 児の眼球運動の潜在的能力の存在を実験的に明 らかに
して,さ らに知的障害児 ・者 にみ られた眼球運動障害の基盤は高次の心理学的側面であることを
示 し,幼 児教育および障害児教育 にたいして生理心理学的根拠を提供できた ことは大きな成果で
ある。
本論文が,人間の脳の一つの機能である眼球運動を発達という視点か ら生理心理学的に解明 し,
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さらに知的障害児 ・者にみ られた眼球運動障害のメカニズムについても明 らかにしたことは学界
に大きく貢献するものである。
よって,博 士(教 育学)の 学位 を授与するに適当と認める。
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